
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
基材シートに対して剥離可能に設けられ、前記基材シートの長尺方向の繰り返しパターン
からな を有する転写シートにおいて、
前記パターンの絵柄パターン等の画面や継ぎ目等の欠点に同期した長尺方向の位置を示し
、かつ、センサにより検出可能なホログラムマークを 設けるよう
にしたことを特徴とする転写シート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は転写シー 技術に属する。特に光回折層を有する転写シートにおいて、長尺方
向の位置を示すマークが設けられた転写シー 技術に属する。
【０００２】
【従来の技術】
ホログラムのような光回折層を有しその光回折層を被転写媒体に転写するための転写シー
トは、光回折層を容易に複製することができないことから、光回折層を被転写媒体に転写
することで被転写媒体そのものの偽造防止をする目的で利用される。このような被転写媒
体としては、ＩＤ（ Identificasion）カード、キャッシュカード、金券、証券、証明書等
の偽造防止を特に必要とする媒体が挙げられる。
偽造防止目的以外では、光回折層は装飾的であり美しいため物品を装飾する目的で物品に
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転写されたり、光回折層の光を回折する機能を利用する計測等のためのマーキングとして
利用されたり、用途は広い。
ところで、転写シートを使用してたとえばカードに光回折層の転写を行う場合には、カー
ドの上に転写シートを載せて静止させ、静止状態の転写シートの上から熱圧を加えること
により転写が行われる。この場合は、転写後の光回折層が所定の形状となるように、熱圧
もその所定の形状を有するスタンプ形式の熱圧器具で加えられる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、スタンプ形式の熱圧器具で転写を行う場合には、転写形状が変わる度に熱圧器具
を取替える必要性があり、転写形状の数に等しい数の熱圧器具を用意しておくことが必要
である。そこで本発明の目的は、加熱エレメントに対し静止状態ではなく移動状態の転写
シートの上から熱圧を加えて転写が行える転写シー 提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記目的は、下記の本発明の態様により達成される。
　すなわち、本発明の態様は「基材シートに対して剥離可能に設けられ、前記基材シート
の長尺方向の繰り返しパターンからな を有する転写シートにおいて、
前記パターンの絵柄パターン等の画面や継ぎ目等の欠点に同期した長尺方向の位置を示し
、かつ、センサにより検出可能なホログラムマークを 設けるよう
にしたことを特徴とする転写シート」である。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下本発明の好適な実施の形態について説明する。図１は光学的マークを有する本発明の
転写シートを示す図である。図１（Ａ）において、１はホログラムマーク、２は光を遮蔽
するバーコードのような遮蔽（バーコード）マーク、３は光を反射する反射マークであり
、これらは図１に示すように、転写シートの側端部である５ａのマーク部に設けられる。
４ａは転写シートの長尺方向に連続して形成された転写部である。
図１（Ｂ）において４ｂは区切られた画面構成の転写部、５ｂは画面構成の転写部４ｂを
区切るマーク部、６ａ，６ｂはマーク部５ｂに設けられたマークである。
【０００８】
図２は磁気マークを有する本発明の転写シートを示す図である。図２において、４ｃは転
写部、７は磁気ストライプ部である。磁気マークはこの磁気ストライプ部に磁気記録され
る。
図３は機械マークを有する本発明の転写シートを示す図である。図３において、４ｃは転
写部、８は貫通孔、９は切れ込みである。機械マークはこの貫通孔８または切れ込み９で
ある。
【０００９】
【実施例１】
図４は本発明の転写シートの構成の一例を示す図である。図４において１０は基材シート
であるＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）フィルム、１１は背面アンカー層、１２は
背面層であり、背面アンカー層１１はＰＥＴフィルム１０と背面層１２の接着性を良くす
る。背面層１２は転写シートに耐熱性を付与し、サーマルヘッドとの接触移動を円滑化す
る。
また、１３は加熱転写時に基材シートと光開設層を剥離可能にする剥離層、１４は転写さ
れた部分の表面を保護するオーバーコート層、１５は光回折層の一例であるホログラム形
成層、１６は光を反射させるための蒸着層、１７は蒸着層１６と感熱接着層の接着性を良
くするプライマー層、１８は加熱転写時に接着性が具現化し被転写物に接着するための感
熱接着層である。また、１９は光学マークまたは機械マーク、２０はホログラムマークで
ある。
上記の構成の中で必須の層は、背面層／ＰＥＴフィルム／剥離層／ホログラム形成層／感
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熱接着層である。
【００１０】
次に上記の転写シートの製造工程について説明する。
▲１▼　基材シート（原反）として１２μｍ厚５２０ｍｍ巾のＰＥＴフィルム（東レ  (株
) 製のルミラー１２－Ｆ６５）を使用する。
▲２▼グラビアリバースコーティングにより下記層を順番に設ける。
剥離層（  (株 ) 昭和インク工業所製のハクリニスＫ５３Ａ，１．３±０．１ｇ／ｍ 2  ）
オーバーコート層（綜合化学  (株 ) 製のＳＴ１０４ＯＰニス，０．７±０．１ｇ／ｍ 2  ）
ホログラム形成層（三菱化学  (株 ) 製のユピマーＵＶ，１．７５±０．５ｇ／ｍ 2  ）
▲３▼前記ホログラム形成層にホログラムの版を加熱押圧し、ＶＵ（紫外線）硬化させホ
ログラムの複製を行う。ホログラムの光学マークはこの製造工程で設ける。
▲４▼Ｔｉ０ 2  （酸化チタン）をホログラム形成層に蒸着する。
▲５▼グラビアリバースコーティングにより下記層を順番に設ける。
感熱接着層用アンカー層（ザ・インクテック  (株 ) 製のＴＨＦプライマー，０．６±０．
１ｇ／ｍ 2  ）
感熱接着層（電気化学工業  (株 ) 製のＨＮＤ＃７，１．１±０．１ｇ／ｍ 2  ）
背面アンカーコート層（省略）
背面層（ザ・インクテック  (株 ) 製のＨＲミキサー００１０，０．４±０．１ｇ／ｍ 2  ）
▲６▼グラビア印刷により、遮蔽マークは隠蔽性の高いインキを使用し、反射マークは反
射率あるいは光沢性の高いインキを使用し、磁気ストライプ部は磁気インキを使用し、感
熱接着層の上に設ける。
▲７▼スリッターにより狭幅にし小巻きを作成する。機械マークはこの製造工程で設ける
。
【００１１】
以上の工程により本発明の転写シートが製造される。この実施例では光学マークまたは磁
気マーク１９は図４に示す位置に設けられるが、これらのマークはＰＥＴフィルム１０と
背面層１２との間、背面アンカー層１１と背面層１２の間、背面層１２の上、ＰＥＴフィ
ルム１０と剥離層１３の間等のいずれの位置に設けてもよい。
【００１２】
【実施例２】
以上で熱転写シートの説明を終え、次に本発明の転写装置について実施例に基づき説明す
る。図５は本発明の転写装置の一例であり、カードに転写を行う転写装置の構成を示す図
である。図５において、２１はカードを転写部に供給するカード供給部、２２は転写部、
２３は転写済のカードが排出されるカード排出部、２４は巻取体の転写シートを転写部２
２に供給する転写シート供給部、２５は使用済みの転写シートを巻き取る転写シート巻取
部である。また、２６は巻解かれた転写シート、２７は転写部に供給されたカードである
。
また転写部２２において、２８は転写シート２６のマークを検出しマーク検出信号を出力
するマーク検出手段、２９は転写のため転写シート２６を加熱するサーマルヘッド、３０
はモーター（図示せず），伝達機構（図示せず），プラテンローラ等からなる移送手段で
ある。
また、３１はサーマルヘッド２９の加熱を制御する加熱制御手段、３２はマーク検出手段
２８が出力するマーク検出信号を入力して移送手段３０を制御する移送制御手段である。
【００１３】
以上の構成において転写装置の動作を、図５および図６と図７を用いて説明する。図６は
転写部２２の構成を示す図である。また図７は検出手段の構成の一例を示す図である。
図６において、プラテンローラー３３は端面型サーマルヘッド２９ａを押圧する押圧状態
（図示のとおり）と端面型サーマルヘッド２９ａから離れて空隙部分をつくる離脱状態（
図示せず）の２つの状態をとる。
開始ボタンをオペレータが押す等により転写開始信号を転写装置に出力すると、移送制御
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手段３２はプラテンローラー３３を離脱状態とし、続いて転写シート巻取部２５に転写シ
ート巻取開始信号を出力する。転写シート巻取部２５が巻取動作を行うことで転写シート
供給部２４から転写シートが巻解かれて転写部２２に向かって移送される。転写部２２に
はセンサ２８ａ（マーク検出手段）があって、そのセンサ２８ａにより巻解かれた転写シ
ート２６のマークが読取られマーク検出信号が移送制御手段３２に出力される。
【００１４】
たとえば図７に示すように、リボン２６ａ（転写シート）に絵柄パターン等の画面３６や
継ぎ目等の欠点３７がある場合、その欠点の周期と同じ周期で遮蔽マークが設けられてい
る。その遮蔽マークはＬＥＤ（ Light Emitting Diode）等の発光素子３４を有する投光器
と、ＰＤ（ Photodiode）等の受光素子３５を有する受光器から構成されたセンサ２８ａに
より検出される。
移送制御手段３２はマーク検出信号を入力後直ちに、あるいはさらに所定の距離だけ転写
シートの移送を行った後に、転写シート巻取部２５に転写シート巻取停止信号を出力する
。この信号により、巻取動作は停止される。
一方移送制御手段３２はカード供給部２１にカード供給開始信号を出力する。カード供給
部２１からカードが供給され、離脱状態のプラテンローラー３３がつくる前述の空隙部分
にカードの先端が来るまで移送される。
【００１５】
この状態で転写シート２６とカード２７とは位置合わせが完了した状態となっている。こ
こで、移送制御手段３２はプラテンローラー３３を押圧状態とし、転写シート２６とカー
ド２７は密着して位置関係が固定される。
移送制御手段３２は移送手段３０に移送信号を出力する。移送信号は移送手段３０のモー
タドライバーに入力されるパルス信号である。モータドライバーはパルスモーターを駆動
し、伝達機構を介してプラテンローラー３３が駆動される。パルス信号のパルス数とパル
スモーターの回転量とは厳密に対応しており、密着した転写シート２６とカード２７の移
送量がパルス数によって決まる。すなわち、その移送量は移送制御手段３２の制御下にあ
る。
【００１６】
移送制御手段３２は密着した転写シート２６とカード２７の移送量データを加熱制御手段
３１に出力する。加熱制御手段３１は移送量データに基づき所定の移送位置において所定
の加熱信号をサーマルヘッド２９のドライバーに出力する。サーマルヘッド２９は転写シ
ート２６の移送方向と直角な幅方向に微小なヒーティングエレメントを多数配列した構造
を有し、そのヒーティングエレメントの一つ一つはドライバーによって独立した加熱が行
われる。したがって、サーマルヘッド２９の幅方向の加熱が選択的に行われることにより
、カード２７上に任意の加熱パターンを形成することができる。
すなわち、スタンプ形式の熱圧器具の場合とは異なり、加熱制御手段３１の設定変更だけ
で任意の位置に任意の形状で転写を行うことができる。
カード２７上への転写が終了すると、転写済みのカード２７はカード排出部２３に移送さ
れ積載される。またプラテンローラー３３は離脱状態となる。
【００１７】
【発明の効果】
本発明の転写シートによれば、 転
写シート中の絵柄パターン等の画面や継ぎ目等の欠点が転写されるのを防止できる効果が
ある。
【図面の簡単な説明】
【図１】光学的マークを有する本発明の転写シートを示す図である。
【図２】磁気マークを有する本発明の転写シートを示す図である。
【図３】機械マークを有する本発明の転写シートを示す図である。
【図４】転写シートの構成の一例を示す図である。
【図５】本発明の転写装置の一例であり、カードに転写を行う転写装置の構成を示す図で
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ある。
【図６】転写部２２の構成を示す図である。
【図７】検出手段の構成の一例を示す図である。
【符号の説明】
１　ホログラムマーク
２　遮蔽（バーコード）マーク
３　反射マーク
４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ　転写部
５ａ，５ｂ　マーク部
６ａ，６ｂ　マーク
７　磁気ストライプ部
８　貫通孔
９　切れ込み
１０　ＰＥＴフィルム
１１　背面アンカー層
１２　背面層
１３　剥離層
１４　オーバーコート層
１５　ホログラム形成層
１６　蒸着層
１７　プライマー層
１８　感熱接着層
１９　光学マークまたは磁気マーク
２０　ホログラムマーク
２１　カード供給部
２２　転写部
２３　カード排出部
２４　転写シート供給部
２５　転写シート巻取部
２６　転写シート
２６ａ　リボン
２７　カード
２８　マーク検出手段
２８ａ　センサ
２９　サーマルヘッド
２９ａ　端面型サーマルヘッド
３０　移送手段
３１　加熱制御手段
３２　移送制御手段
３３　プラテンローラ
３４　発光素子
３５　受光素子
３６　欠点
３７　画面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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